















　また、 インダス遺跡をあちこちみて歩く旅も多かった。 とりわけ印象深いのは、 ガン
ヴェリワーラー遺跡への旅とタール砂漠の中の遺跡を訪問した旅だ。 どちらもパキス
タン国内での旅だった。 前者をアレンジしてくれたのはコアメンバーのパンジャーブ大




　私は大学の探検部出身だ。 今回のインダス ・ プロジェクトも、 その探検部精神を生
かしたいとつねづね考えて行動したつもりである。 だから、 直接は関係しないネパー
ル ・ ララ湖でのコアリングにも参加したし、 古環境研究グループがサウラシュトラ半島



















































という。 しかし、 その後、 この国に関する
報道はほとんどない。
　アシュガバード空港に降りたつと CIP
ルームに通される。 CIP とは VIP ならぬ









































【34 頁 写真】上左 ゴヌル・デペ遺跡風景 / 上右 ゴヌル・デペ遺跡出土のインダ
ス印章。国立博物館に展示 / 下左 国際シンポジウム会場 / 下右 昨年亡くなった
グレゴリー・ポーセル教授（左）とホーリー・ピットマン博士
【35 頁 写真】上右　コリン・レンフルー教授（左）とジェームス・マロリー教授
（右）/ 上右 空港で歓迎を受けるパルポラ博士 / 下左 トルクメニスタンでの歓迎
風景 / 下右 メルブ遺跡の大キズ・カラ（ササン朝ペルシャ時代の城）
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イラン紀行
















































































































































































遺跡だ。 その広さは東西約 1,250 メート










































































遺跡だ。 その広さは東西約 1,250 メート
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【40 頁 写真】上左 地震で壊滅したバム城 / 上右 ジーロフト遺跡のジグラット /
下左 ジーロフト遺跡の南マウンド / 下右 ジーロフト遺跡出土のクロライト製容
器。独特の図柄が特徴
【41 頁 写真】上左 シャハリ・ソフタ遺跡 / 上右 シャハリ・ソフタ遺跡を案内し
てくださったイラン考古学者と記念写真 / 中左 ゾシャフリ・ソフタ遺跡の墓地 /
中右 ゾロアスター教の聖地 クーイハージャ / 下左 テヘラン / 下右 国立博物館




















































し、 約 200 キロメートルをおよそ二時間
半で走り抜ける。 ハラッパーまでは道も























河床だ。 たしかに、 砂が少なく、 土が硬
く、 周囲と違ってまったく草のないところ

























































































































































（砦） がある。 18 世紀の終わり頃に建て
られた城塞は遺跡から眺めると、 なかな
か立派だ。 高さ 35 メートルの丘にさらに
９メートルの砦が築かれている。 城塞の























　2008 年 10 月 20 日、 いよいよタール砂
漠へ向けて出発する。 まず、 大学のあ
るハイルプルから四輪駆動車二台で南に


















































































































































【49 頁 写真】上左 コート＝ディージ砦からみた遺跡。トラックが走る道路の
横の小高い山がコート＝ディージ遺跡 / 上右 ゴーブ遺跡で遺物の表面採集を
おこなうマッラーさん。手前には風紋 / 中左 サラン・ワロ遺跡。二台の四輪
駆動車で行く / 中右 タルージービト遺跡でみつけた土器破片 / 下左 ビール遺
跡横の綿花畑 / 下右 プーンガル・バンブロ遺跡のマウンド
